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●施策名 

【施策２０】社会情勢や環境の変化に対応した学校づくりを推進します 

（関連指標：指標７４（Ｐ５８）） 

ⅰ 少人数教育によるきめ細かな指導 

ⅱ 特色ある学校づくり 

ⅲ 過疎・中山間地域における小・中学校の学習環境の充実 

ⅳ 県立高等学校の学校規模の適正化 

ⅴ 通学区域の適正化 

ⅵ 中高一貫教育の推進 

ⅶ 特別支援学校の在り方の検討 

ⅷ サテライト校の教育環境整備 

ⅸ 被災した市町村立学校への適切な教員配置  

●代表的な取組の進捗状況 

ⅰ 少人数教育によるきめ細かな指導 

・ 少人数教育については、少人数学級編制を基盤に学年・

学級の担当者が一人一人に対応し、少人数指導を部分的に

取り入れ生徒の実態に配慮した指導に力を入れています。

例えば、二本松市立二本松第一中学校においては、知・徳・

体全般に受信・発信の力をバランスよくできる人間の育成

を目指し、学習面や運動・文化面において生徒が個性を磨

いています。                      

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ 特色ある学校づくり 

・ 理数系教育の充実を図る取組であるSSH（スーパーサイエ

ンスハイスクール）では、未来を担う科学技術系人材を育て

ることをねらいとして、科学技術、理科・数学教育を重点的

に、大学や研究機関とも連携して魅力的なカリキュラムの開

発をしています。例えば、福島高等学校においては、平成１

９年度に文部科学省よりSSH の指定を受け、現在は、二期

目（平成２８年度まで）の指定を受けています。   

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ 過疎・中山間地域における小・中学校の学習環境の充実 

・ 中山間地域の学習指導及び学習環境の充実を図るため、

民間の教育事業者によるｅラーニングや教員によるテレビ

会議システムを活用した交流授業の実施など、町村が実施

するインターネットを活用した学校間の連携による学力向

上の取組を支援しています。 

 

 

 

 

 

ⅳ 県立高等学校の学校規模の適正化 

・ 県南地区において「県立高等学校改革懇談会」を２回開

催し、町村関係者、学校関係者、保護者等に対して、廃校

に関する説明を行い、地域の方の意見を聴取しました。 

 

 

 

 

 

授業風景 

ＳＳＨ発表風景 

テレビ会議システムによる交流授業 

県立高等学校改革懇談会 
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ⅴ 通学区域の適正化 

・ 平成２１年度入学者選抜から隣接する通学区域において

２０％とし、３年間実施した後、改めて検討することとし

ていましたが、東日本大震災の影響により、現行の通学区

域制度の検証は困難であることから当面の間継続してい

ます。 

 

ⅵ 中高一貫教育の推進 

・ 併設型中高一貫教育校である会津学鳳中学校・高等学校

において、会津大学との連携のもと国際化社会、情報化社

会のリーダーとして活躍できる人づくりを推進していま

す。 

・ スポーツにおいて世界で活躍できるスペシャリストの育

成に取り組むとともに、語学や福祉・健康の分野において

も国際的な感覚を身に付けた、豊かな人間性と確かな学力

を有する人づくりを推進するため、双葉地区において連携

型中高一貫教育を推進しています。バドミントンでは世界

ジュニア選手権大会シングルスで優勝するなど、各種目で

活躍をしています。 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅶ 特別支援学校の在り方の検討 

・ 特別支援学校の教育環境の整備と複数の障がい種に対応

する専門的な教育の推進を図るため、在籍児童生徒数の増加

や長時間通学への対応など本県の課題を踏まえ、「福島県県

立特別支援学校全体整備計画」を策定しました。これに基づ

いて、緊急性のある課題から優先的に解決を図るべく計画を

積極的に推進していきます。 

 

 

ⅷ サテライト校の教育環境整備 

・ サテライト校設置に伴い、教育環境の整備や学校行事等を

一堂に会して実施できるよう支援しました。例えば、小高

工業高等学校においては、南相馬市のサッカー場に仮設校

舎を設置するとともに、南相馬市原町区北原に仮設の工業

実習棟を設置し、旋盤などの実習に必要な機械等も新規搬

入するなど、各学科に対応した設備を整備しました。 

 

1620

1640

1660

1680

1700

1720

1740

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

H
3
1

H
3
2

H
3
3

県立高等学校通学区域図 

会津学報中学校・高等学校校舎 

知的障がい特別支援学校 

児童生徒数予想グラフ 

小高工業高等学校仮説実習棟 

による実習風景 



 

－ 52 － 

 

ⅸ 被災した市町村立学校への適切な教員配置 

・ 児童生徒の「学力補充・保障」「学ぶ意欲の回復・向上」 

「心の強化」ために、５０３人（小学校３１７人、中学校 

１８６人）の教員を通常より多く配置しています。 

 

                                          

●問題点・改善等が必要な項目 

① 社会経済状況を踏まえた学校改革、学校づくり 

② 特別支援学校の在り方の検討 

 ・ 特別な支援を必要とする児童生徒の増加及び障がいの重度・重複化、多様化に対応

した子どもたちの学びを最優先にした教育環境の改善。 

③ 被災した学校の教育環境の整備・充実 

 ・ 被災した学校の実態に応じた教育環境の整備・充実の継続。 

●取組の方向性 

① 社会経済状況を踏まえた学校改革、学校づくり 

 ・ 加速する少子化及び震災後の学校教育の充実、発展という視点に立った学校改革、

学校づくりを進めます。 

② 特別支援学校の在り方の検討 

 ・ 子どもたちの学びを最優先にした教育環境の改善を促進し、障がいのある児童生徒

等の学習活動が適切に行える環境づくりと複数障がい種に対応した専門的な教育が

行われる学校づくりを推進します。 

③ 被災した学校の教育環境の整備・充実 

・ サテライト校を含めた被災した学校の教育環境については、各校の実態に応じた教

育環境の整備・充実を継続して実施します。 

●主な指標の状況 

・指標１ 

連携型入試の募集

定員に対する充足

率（連携型中高一

貫教育を実施して

い る 県 立 高 等 学

校） 

 

 

 

 

現況値 

95.7％ 

 

年度別目標値 

100％ 

評価 

おおむね

順調 

 

①評価の理由 

目標値には達し

ていないものの、震

災前よりも向上し

ており、９０%以上

と高い水準を維持

しているため。 

②今後の取組 

中学校と高等学

校が連携を強化し、

運営方法の改善や、

特色あるカリキュ

ラムの編成に努め

ていくことが必要

である。 

 

学校のＴＴによる授業風景 


